２００３年　共同宣教司牧　短期計画
１．京都北部地区 宮津ブロック
１．信仰教育『学び』の充実をはかる

① 子どものための信仰教育

・教会学校を通しての要理教育

＊各教会独自、いくつかの教会で合同

・キャンプなどの企画

＊小学生夏季キャンプはブロックでの実績がすでにある

＊中高生の夏季キャンプは２００２年から実施している

・リーダー養成、研修をブロックで実施できるために、集会・連絡を密にする。

② 大人のための信仰教育

(いただいた信仰の恵みを思い起こし（気づき）、もう一度信仰を学ぶ)
・黙想会の開催

＊四旬節の黙想会はすでに実績があり、２００２年待降節にも行った

・聖書の分かち合い（交わり）、祈りの集いの企画
２．福音宣教する共同体となるために

① 開かれた教会（地域へ発信し、交わりの場を提供する）

・教会掲示板の活用（ミサの時間、行事など）

・教会についての説明のパンフレット作成

② 社会に呼びかける教会

・平和アピール、平和行進、ウォーカソンなどの計画
２．京都北部地区 舞鶴ブロック
《沖へ漕ぎ出そう（基本姿勢）》

　　１．舞鶴ブロック5教会の相互理解を深める。
ひとつの小教区の問題は他の小教区にとっても共通の問題であるはず。舞鶴ブロック
の連帯を深めるため、ブロック会議などでお互いの小教区の現状を忌憚なく話し合
おう。

・これまで、ブッロク単位で会合をもつことが困難だったが、せめて二ヶ月に一回
以上定例集会を持ち、四つの長期目標の進捗具合について話し合い、評価を行ない
ながら、長期目標を目指したい。
　　　　　　・また、各小教区の行事については、北部常任委員だけでもできるだけ参加し、

お互いの小教区の理解に務める。

　　２．５教会合同の子供（小学生）の行事を行なう。
上記のように、それぞれの小教区は子供の数が少ないので、小教区単位で子供の
諸行事を行なうのは困難。したがって、５教会合同の合宿を行ない、ブロック間で
連携を図る。特に今年はサマーキャンプを行ないたい。
　　３．信仰・教会生活についての生涯学習の充実を図る
地理的条件により、５教会合同の研修・黙想会の実施は困難。東・西舞鶴を一つの
ユニットとし、また綾部・報恩寺・福知山をもう一つのユニットとして、信仰の基本、
聖書の分かち合いをそれぞれ月二回行なう。また黙想会を年二回行なう。

３．京都南部地区 北ブロック

１．人との交わりを大切にする

＜ねらい＞教会の在りかたが従来と随分かわり、とまどいを覚えておられる方や、
　　　　　教会を離れておられる方に積極的に働きかけていく

＜方　法＞今交わりのない人々を把握し、家庭訪問などで復活祭やクリスマスの案内を

することにより、少しでも交流を図っていく

２．ブロック司教訪問「信仰教育を一緒に考えましょう」に向けての準備

＜ねらい＞共同宣教司牧を推進していく視点から、司教とともにブロック全体の
　　　　　信仰教育について考察していく

＜方　法＞教会学校担当者や保護者の集まりを実施し、そこで分かち合ったものを
　　　　　各教会がもちより、集約したものを当日持参する

３．ブロックレベルで司牧委員会を設置する

＜ねらい＞各教会がブロック意識をもって共同宣教司牧を推進していくために、各種の
委員会を設置する

＜方　法＞６月の合同堅信式、年間合同広報誌の発行、合同ミサ典礼、合同信者養成など

について話し合いを進めていく

４．京都南部地区 西ブロック

1． ２００３年共同宣教司牧ブロック司教訪問「信仰教育を一緒に考えましょう」に向けての準備

＜目的＞

１０月１９日に九条教会にて信仰教育についての分かち合いが行なわれますが、その日に参加して

いる人々だけの懇談会とするのではなく、参加する各教会の教会学校担当者と子どもを持つ親達と

教会委員に各共同体の分かち合いの集約を持参してもらい、自分の視点だけではなく、共同宣教

司牧を推進していく視点によって、司教と共にブロック全体を考察していくというねらいを持って

います。

＜参考資料＞

後程、教区から分かち合いのポイントが提案されますが、それと共に西ブロックの現状から考察
したポイントも提案します。それらを整理した形で西ブロック分かち合いガイドを出す予定です。

(復活祭後）

＜方法＞

お互いに２００３年度年頭書簡を理解した上で、分かち合いガイドを参考にしながら、各担当部会
や自主グループなどで分かち合いをし、それを集約して教会委員に提出します。教会委員は西
ブロック委員会でブロックの意見集約と現状分析を行ないます。そして当日は教会学校担当者と
親達の生の意見を聞きながら、分析された共同体の意見も考察する予定です。

２．京都西ブロック平和旬間行事の開催。

＜目的＞

キリスト者がキリストによる平和の視点から世界を捉え、行動することは信仰の本質から考えて
自明なことです。またそれを信仰者の集団である教会共同体において表現する時、時と場所と方法
に関してより有益な方法を模索したり、また共同体構成員が自由意志をもって積極的に参加出来る
表現と方法を考察することは重要なことだと思われます。
これらのことを考慮して、今年度の平和旬間行事は京都西ブロック地域の他教派キリスト教会の
人々及び市民の人々と共に平和に対する取り組みを行います。
＜意見集約について＞

各教会から実行委員を出してもらい、その人々が窓口委員と討議して判断実行を行います。
窓口委員は西山地区当該教会の一つである桂教会から代表者を選出し、その人々は同じ当該教会で
ある聖公会ステファノ教会と話し合い、話し合いの結果を実行委員と共有し、各教会に情報を提供
します

＜方法＞

３月中に聖公会教会との第１回目の話し合いを行い、共通認識を得ます。いずれにせよ単発行事と

しないために、他教派教会と意見を交換しながら連続した取り組みをしていく予定です。

３．集会祭儀司式者と聖体奉仕者の京都西ブロックとしての養成。

＜目的＞

現在上記２つの奉仕者の養成は年に１回教区にて行なわれています。また自主的に奉仕者の集まり

をしている教会もあります。しかし西ブロックとして一貫性のある養成は行なわれていません。
キリスト者個人がその賜物に応じて信仰表現することは自由ですが、共同体の名においてそれを
奉仕職の役務として表現する場合、公的な信仰表現を学んでいくことは重要なことと思われます。

＜養成内容＞

集会祭儀の司式の訓練や聖体を病床の人々に持っていく意義を考察することにとどまらず、集会
祭儀司式者においては、勧めの言葉を準備する際の聖書釈義や必要な神学、また聖体奉仕者に
おいてはキリストのからだと秘跡全般を考察することを通して、奉仕者各自が信仰者として成長
していくこと目指します。

＜方法＞

復活祭以降の主日において、役員会・担当部署会の開催と重ならないように、ミサ前あるいはミサ
後に設定し、３人の担当司祭が交代で、聖書釈義・秘跡の意味・神学基礎・信仰体験の使用方法
などについて説明し、必要とされる場合は質疑応答します。
４．信徒・修道者各自の京都西ブロック共同体全体への奉仕について。

＜経緯＞

昨年をもって、西ブロック４教会５聖堂が従来の主任司祭―信徒会長―信徒会制度から担当司祭団

―教会委員―各担当部署制に移行したことにより、各教会が共通した教会組織を持つことが出来
ました。そこで担当司祭団が担当地域に任命されて役務的に奉仕することと同じように、修道者・
信徒も各自の奉仕職と賜物に応じて、自分の所属する共同体への意識だけに留まらず、地域全体に
奉仕していくことが実感出来る体制となりました。

＜方法＞

当面、昨年より始められたブロック広報（ブロック広報誌ゼフィーロ）とブロック会計を定着
させるために、今年度はよりブロックとしての主体性を実感出来るような活動と意見集約方法の
確立をめざし、そして司祭・修道者・信徒が共同で地域への宣教と活動の見直しが出来るような
ブロック活動をしていく予定です。また各教会共同体の公的ホームページの相互リンクとこの媒体
による広報活動を積極的に推進していきます。
５．京都南部地区 東ブロック

　　１．｢共同宣教司牧東ブロック会議｣ の構成と運営法の確認および改善

　　　① 会議の構成・開催回数

　　　② ブロック会計の早期実施

　　　③ ブロック活動の信徒への広報の見直し

　　２．司教訪問準備委員会設置

　　　① 各小教区日曜学校担当者の相互連絡の円滑化

　　　② 各小教区での分かち合いとブロックでの分かち合いおよび集約・評価

　　３．ブロック主催行事の実施・委員会を設置

　　　① 平和祈願ミサ／平和行進

　　　② 歌と祈りの集い

６．京都南部地区 南ブロックＡ
｢ミサを共に生きよう　－　一人でも多くの人とミサの喜びを｣

７．京都南部地区 南ブロックＢ

　　１．｢キリストの学び｣ として

　　　① 聖週間を準備するための研修会

　　　② 壮年･婦人･青年対象の合同黙想会

　　　③ 新しいキリスト教講座（求道者・信徒対象）の設置

　　　④ 聖書クラスの設置

　　　⑤ 祈りを学ぶ会の設置

　　２．共同宣教司牧推進のための組織の見直しについて

　　　① 四教会における「分ち合い」の訓練の継続

　　　② 信徒・奉献生活者・担当司祭の協力

　　　③ 各教会における会議の見直しと役員の養成

　　３．｢信仰教育の充実｣ として

　　　① 四教会間の教会学校の交流

　　　② 教会学校担当者の交流と養成講座

　　４．現代社会との連帯として

　　　① 南ブロックＢとしての海外支援のあり方について考える

　　　② 地域社会への広がりとして、三つの幼稚園での保護者対象のお話の設置

８．奈良地区 北部ブロック

　　１．青少年の育成について 

　　　① 青少年と関わっている人の意見交換

　　　② 教区の日曜学校リーダー研修会に参加する

　　２．信徒の信仰養成について

　　　① 聖書講座(奈良地区)に参加する

３．滞日外国人との連帯について

　　　① 大和郡山教会がパイプ役となり、呼びかける

　　　② 個人・小教区・ブロックに分ける作業

９．奈良地区 南部ブロック

　　１．福音宣教する信仰共同体を体験していくように、できるだけたくさんの信徒が「キリスト

　　　　小グループ」(1)に参加すること

　　２．小グループ中で、信徒が積極的に宣教司牧活動に参加できる様々な「奉仕者の集い」(2)

　　　　を組織すること

　　３．ブロックレベルでは、三つの奉仕領域を特に強調して、それにかかわる奉仕者が「奉仕者

　　　　の集い」として働くように努めること

　　　　① 求道者・志願者と共に歩む奉仕（新しい入門講座）

　　　　② 子どもの信仰教育・教会学校奉仕

　　　　③ 難民・移住・移動者奉仕

　　４．小教区のレベルでは、各教会の様々な奉仕者の一部分を「奉仕者の集い」として組織する

　　　　こと

　　　　(1)　｢キリスト者小グループ｣

　　　　　　・信者が共に祈り、共に聖書を読み、分かち合うため、定期的に集まるものである

　　　　　　・５人～８人から構成されるものである

　　　　　　・信徒が教会活動に参加しながら、教会の兄弟姉妹と親しみ、信仰共同体を体験する

　　　　　　　機会である

　　　　　　・一つのグループに所属する期間は、原則として最長３年間とする

　　　　　　・小教区・ブロック全体が信仰共同体に変わる方法である

　　　　(2)　｢奉仕者の集い｣は

　　　　　　・｢キリスト者小グループ｣の一つの集いである

　　　　　　・(1)で書いた指針によって組織するものである

　　　　　　・司牧的な要望、必要性などについて共に考え、把握する機会である

　　　　　　・ブロック・小教区の奉仕職に参加するものである

　　　　　　・宣教司牧担当チームと密な連絡をとりながら活動する集いである

１０．滋賀地区 湖西ブロック

基本方針：信仰共同体を育成する

　　１．10月５日の司教訪問の懇談会に参加して子どもの信仰教育について分かち合う

　　２．年間を通じて、信仰教育について分かち合う

　　３．７月12日に開催される滋賀県カトリック協議会主催の、典礼研修会に参加し、集会祭儀

　　　　のあり方について学ぶ

　　４．社会と共に歩む事例をリストアップし、ブロック内で知らせあい、参加できそうな活動
　　　　に積極的にかかわる

１１．滋賀地区 湖東ブロック

　　長期計画(課題)の活動を2003年度の短期計画とする

１．身近な社会の中で、福音を証しする　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・結婚講座を共同で行う(２／８～３／22 毎週 計７回)

・信仰教育について教師会をバックアップする(検討中)

・地区集会の推進(彦根・長浜教会対象　10月)

２．集うすべての人が、キリストの愛に、親しみに、信頼に包まれた教会を作り出す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・オアシスを年２回彦根教会と合同で行う(全員に呼び

かける)

３．自分の手の届く範囲で、キリストの愛が実現されていない社会、世界、弱い立場の人の

ために働く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ボランティアの事例をリストアップし、参加しやすい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようにする

４．大人と子どものカトリック教育に力をいれる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・年３回信仰教育について話し合いをもつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・出前コース(全員によびかけ、９月に実施予定)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・主に小学生の保護者を対象に(検討中)

５．司教訪問
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・７月20日
１２．三重地区 北勢ブロック

長期計画を2003年度の目標と活動とする

１．滞日外国人との関わりをとおし、福音宣教共同体を作る努力

　　　　｢滞日外国人との関わり｣ について

　　　① 交流機会の増加
　　　　　　　　　　　　　　　　　・｢共に捧げるミサ｣ 及び ｢国際ミサ｣ の機会の増加推進

　　　　　 ・合同役員会等を通し意思の疎通をはかる

　　　　　　　　　　　　　　　　　・共に参加できる行事(バザー、お祝いなど)への呼びかけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　・奉仕(教会、社会)への呼びかけ

② 滞日外国人の相談相手になれる人々のリストをつくる

　　　　　　　　　　　　　　　　　・特にその中心となれる人を決める

③ 滞日外国人に関する情報交換を蜜にする

　　　　　　　　　　　その方法　　・ミサの時間、集まりの場所や時間を教えあう

　　　　　　　　　　　　　　　　　・そこで何が必要とされているかを知る

　 ２．福音宣教共同体としての理解と意識改革

　　　　｢福音宣教共同体つくり｣ について

　　　　　　　　　　　　　　　　　・初聖体、練成会などを合同でする

　　　　　　　　　　　　　　　　　・四旬節、待降節に企画される共同回心式に協力する

　　　　　　　　　　　　　　　　　・合同ピクニックを10月５日に開催する

　　　　　　　　　　　　　　　　　・第15回ウォーカソン(桑名)に協力する

　　　　　　　　　　　　　　　　　・担当司祭の夏期休暇中は互いに補足し合う

                                  ・情報交換をよく利用する

　　　　　　　　　　　　　　　　　・行事予定表の交換、４教会行事一覧表の作成と参加

　 ３．信仰の育成(特に青少年の)

　　　　｢信仰の育成｣ について

　　　　　　　　　　　　　　　　　・初聖体、練成会の共同計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　・各教会の青少年が自由に集まれる場を提供する努力と計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　・教会学校の充実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　練成会や青少年の集いへの参加、促進

　　　　　　　　　　　　　　　　　　青少年グループの認知、育成、援助、激励など

　　　　　　　　　　　　　　　　　・地区レベルでの学習会への参加

　　　　　　　　　　　　　　　　　・各教会で行われている信仰、教育や奉仕活動の情報交換

　　　　　　　　　　　　　　　　　・教えることのできる信徒の育成

１３．三重地区 中勢ブロック

１．将来を担う子ども・青少年への対応

　　　① 司教訪問(上野教会)の対応　　　　　　　　　　　６月22日

② 他教会の日曜学校への参加　　　　　　　　　　　随時(３ケ月ごと実施)

③ サマーキャンプの実施　　　　　　　　　　　　　８月中

　 ２．滞日外国人とのかかわり

　　　① 国際デー(聖ヨセフにて実施)に協力　　　　　　　９月28日

　　　② 国際交流行事への積極的参加　　　　　　　　　　８月及び11月に実施

　 ３．宣教への取り組みの弱さ

　　　① 平和旬間行事(映画と写真展)　　　　　　　　　　８月10日

　　　② アルファコースへの参加　　　　　　　　　　　　９月～11月

　 ４．信仰を深めるための生涯努力

　　　　伊藤神父の話を聞く会　　　　　　　　　　　　　　８月中

　 ５．支え合う共同体づくり

　　　　地区集会の実施　　　　　　　　　　　　　　　　　10月

　 ６．全体として
　　　　ブロックイベントカレンダーの作成　　　　　　　　９月

　　　　　　　　　　  ↓

　　　　　　　情報の共有化を目指す

１４．三重地区 南勢ブロック

１．合同ミサの企画を通して両教会の交流を促進する

　　外国人も合同ミサに参加してもらう。外国人担当者を選出する。

２．伊勢ウォーカソンでの協力

３．ブロック会議を通して更に共同宣教司牧を推進する

４．司教訪問の準備

５．両教会の行事・企画に参加し合う

　　サマーキャンプ、バザー、黙想会など

